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新技術の概要

バルブの開閉、一定量の水溶液の引込、押出、など機械的摺動部を有しないマイクロポンプ
システムをLab-on-a-chip 上で実現する。

マイクロバルブ及びそれを用いたマイクロポンプ

多様な機能をチップ上に集積された Lab-on-a-chip の分野において、チップ自体の大きさに
比して、送液には大きなシリンジポンプを使用している。微少な流量の水溶液を高精度か
つ高効率に送液でき、チップ上に搭載できるマイクロポンプは多様なLab-on-a-chipデバイ
スに応用が可能である。
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Lab-on-a-chipデバイスとして
生体機能チップを確立する

（1）直流高電圧をECF液中の電極に印加すること
で活発なECFジェットを生じるECFマイクロ
ポンプ

（2）油の一種であるECFが水溶液と混ざり合わな
い性質を利用した流体ピストンおよびマイク
ロ流路

（3）PDMS膜をECFの流動により変形させ，流路
を開閉するマイクロバルブで構成される機械
的摺動部を有しないマイクロポンプシステム
を提案する

バルブ用のECFマイクロポンプで流出側のバルブ
を閉め、マイクロ流路用のECF マイクロポンプで
一定量の水溶液を引き込む

次に、バルブ用ECFマイクロポンプへの電圧印加
を切り替えることで流出口側のバルブを開け、流
入口側のバルブを閉めた後にマイクロ流路用のEC
Fマイクロポンプで水溶液を押し出す

このプロセスを1サイクルとして、水溶液の送液を
行うことが可能である

①従来のECFポンプはECFのみを送液できるが、本システ
ムでは水溶液をポンピングできる。

②多様な機能のマイクロ流体デバイスとワンチップに統
合できる。

③バルブの開閉と水溶液の吸入・吐出のための印加電圧
を同期させることで、微少な流量の水溶液を高精度か
つ高効率に送液できることである。


	スライド番号 1

